
―27―

	

準
師
範
試
験
実
施
要
項

▽
第
七
十
五
次
漢
字
部
課
題

	

〇
漢
字
部　

次
の
作
品
二
点	

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕	

を
提
出
す
る 

 

・
規　

定
《
書
体　

行
草
書
》

	

敧
枕
醉
眠
成
戲
蝶
　
抱
琴
閒
望
送
歸
鴻
　（
劉
り
ゅ
う

禹う

錫し
ゃ
く）　

　
　〈
２
０
２
２
年
12
月
号
〉

	
 

読
＝
枕ま

く
らを
敧
そ
ば
だ

て
酔よ

う
て
眠ね

む

っ
て
戯ぎ

ち
ょ
う蝶

を
成な

し　

琴こ
と

を
抱い

だ

き
間か

ん

に
望の

ぞ

ん
で
帰き

こ

う鴻
を
送お

く

る

	
 

註
＝
酔
っ
て
横
に
な
っ
て
蝶
の
夢
を
見
、
琴
を
弾ひ

い
て
静
か
に
北
へ
帰
る
雁
を
見
送

 
 

　
　

る
。
●
戯
蝶
＝
戯
れ
て
い
る
蝶
。
●
帰
鴻
＝
春
、
北
へ
帰
る
雁
。

 

・
臨　

書　

「
牛
橛
造
像
記
」　

六
字

	

永
絶
因
趣
一
切

 

読
＝
永
く
因い

ん
し
ゅ趣

を
絕
ち
、
一
切
の

▽
第
七
十
五
次
か
な
部
課
題

	

〇
か
な
部　

次
の
作
品
二
点	

〔
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕 

を
提
出
す
る
。 

 

・
規　

定
《
書
体
自
由
》

	

夕ゆ
ふ

さ
れ
ば
門か

ど

田た

の
稲い

な

葉ば

お
と
づ
れ
て
芦あ

し

の
ま
ろ
屋や

に
秋あ

き
か
ぜ風

ぞ
吹ふ

く
（
源　

経
信
）

〈
２
０
２
２
年
２
月
号
〉　

 

註
＝
夕
方
に
な
る
と
門か

ど

に
あ
る
田
の
稲
を
そ
よ
が
せ
て
、
芦あ

し
ぶ
き葺

の
家
に
、
秋
風
が
吹

 

　
　

い
て
く
る
。

 

・
臨　

書　

高
野
切
第
三
種
（
伝　

紀き
の
つ
ら
ゆ
き

貫
之
）

	

な那

介げ
き
を
ば
こ
り
の能

み
つ徒

め
て
あ
し
ひ
き
の
や
ま
の
か可

ひ
な
く
な那

り
ぬ
べ
ら
な
り利

▽
第
四
十
五
次
詩
文
書
部
課
題

　
　

次
の
作
品
二
点 

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕	

を
提
出
す
る　

※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る

 

・
規　

定
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
》

	

烏
か
ら
す

飛と

ん
で
夕ゆ

ふ

日ひ

に
動う

ご

く
冬ふ

ゆ

木き

か
な
（
夏
目
漱
石
）　
　
　
　

〈
２
０
２
２
年
11
月
号
〉

　

 

　

註
＝
飛
び
立
っ
た
烏
に
、
夕
日
を
受
け
た
冬
木
の
枝
は
、
細
か
く
い
つ
ま
で
も
揺

 

　
　
　

れ
て
い
る
。
森
閑
と
し
た
冬
野
の
夕
方
の
景
。

 

・
臨　

書　

孫
過
庭
・
書
譜　

六
字

	

體
老
壯
之
異
時

 

読
＝
老ろ

う
そ
う荘

の
時と

き

を
異こ

と

に
す
る
を
体た

い

す
れ
ば
、

　
　

―	

受
験
に
つ
い
て
の
注
意	

―

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
と
も
六
段
。
但
し 

『
日
本
書
道
院
展
出
品
経
験
者
』	

　
　

で
、
満
十
八
才
以
上
で
あ
る
こ
と
（
二
〇
〇
六
年
四
月
一
日
生
ま
れ
ま
で
認
め
る
）
。

一
、 

受	

験	

料　

八
千
円	

（
漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
の
別
） 

受
験
料
は
事
務
局
か
ら
請
求
書
到

	
	

着
後
、
郵
便
振
替
で
本
院
に
送
付
の
こ
と
。 

一
、
本
院
主
催
の
日
本
書
道
院
展
に
一
回
以
上
出
品
の
者（
部
門
不
問
）。第
七
三
回
展
出
品
も
可
。

一
、 

〆　
　

切　

四
月
十
九
日　

発
表
六
月
号

一
、 

作
品
に
は
申
請
書
に
貼
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
六
段
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道
誌

 

発
表
の
月
）
を
必
ず
記
入
し
て
添
付
す
る
こ
と
。
又
、 

作
品
の
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛

 

筆
で
段
位
・
支
部
名
・ 

氏
名
を
記
入
の
こ
と
。

一
、 

不
合
格
者 

（
規
定
違
反
も
同
じ
） 

は
そ
の
氏
名
を
発
表
し
な
い
。 

一
、 

受
験
作
品
は
白
画
仙
紙
を
用
い
、 

準
師
範
受
験
申
請
書
を
作
品
と
共
に
提
出
の
こ
と
。 

 

ま
た
、 

封
書
に
は
必
ず 

「
準
師
範
応
募
」	

と
朱
書
の
こ
と
。 

一
、 

準
師
範
受
験
申
請
書
は
、 

返
信
料
八
十
四
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。 

一
、 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。 

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
四
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

◎
出
品
作
品
に
は
雅
印
押
印
の
こ
と
。

◎
師
範
受
験
時
に
は
日
本
書
道
院
展
出
品
が
二
回
以
上
必
要
と
な
る
。
受
験
の
際
は
注
意
す
る

　

こ
と
。

▼
第
十
七
次
硬
筆
部
課
題

 

・
規　

定　

〈
２
０
２
２
年
11
月
号
応
用
部
課
題
〉

	

　

君
臨
す
れ
ど
も
統
治
せ
ず
。国
と
民
を
愛
し
、愛
さ
れ
た
。人
々
は
彼
女
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
。

 

・
臨　

書　

蘭
亭
序
（
王お

う

羲ぎ

し之
）
十
六
字

	
	

　

毎
攬
昔
人
興
感
之
由　

若
合
一
契　

未
嘗
不
臨

 

　

読
＝
昔せ

き
じ
ん人

感
を
興
す
の
由よ

し

を
攬み

る
毎ご

と

に
、一

い
っ
け
い契

を
合
す
る
が
若ご

と

し
。未い

ま

だ
嘗か

つ

て
文
に
臨
ん
で

 

　

註
＝
昔
の
人
が
感
慨
を
興お

こ

す
理
由
を
見
る
度
に
、
そ
れ
が
割
り
符
を
合
わ
せ
た
よ
う

　
　
　
　
　
　

に
同
じ
で
あ
れ
ば
、
そ
の
文
を
前
に
し
て

一
、 

受
験
資
格　

六
段

一
、 

受	

験	

料　

五
千
円

 

　

準
師
範
受
験
申
請
書
は
、
返
信
料
八
十
四
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。

一
、 

〆　
　

切　

四
月
十
九
日　

発
表
六
月
号

一
、
作
品
に
は
申
請
書
に
貼
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
六
段
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道
誌
発

　
　

表
の
月
）
を
必
ず
記
入
し
て
添
付
す
る
こ
と
。
ま
た
、 

封
書
に
は
必
ず 

「
準
師
範
応
募
」

　
　

と
朱
書
の
こ
と
。 

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
四
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。
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昇
段
・
級
試
験
実
施
要
項	

▽
第
一
三
四
次
漢
字
部
・
か
な
部
課
題

	

〇
第
一
部　

［
半
切
35
㎝
×
135
㎝
］　

次
の
漢
字
又
は
、
か
な
（
各
書
体
自
由
）
を
半
切
の
場
合
は
、

　
　
　
　
　
　

縦
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点
。

　

・
漢
字
部

	
	

　

夕
陽
遠
樹
煙
生
戍
　
秋
雨
殘
荷
水
繞
城
（
高こ
う
け
い啓
）　
　
　
　
　〈
２
０
２
２
年
９
月
号
〉

 

読
＝
夕せ

き
よ
う陽

の
遠え

ん
じ
ゅ樹

煙
け
む
り

戍じ
ゅ

に
生

し
ょ
う

じ　

秋
し
ゅ
う

雨う

の
残ざ

ん

か荷
水み

ず
し
ろ城

を
繞め

ぐ

る

 

註
＝
夕
日
が
遠
く
の
木
々
を
つ
つ
む
中
で
煙
が
陣じ

ん

や屋
か
ら
立
ち
上
り
、
秋あ

き
さ
め雨

が
散
り

 

　
　

残
り
の
は
す
の
葉
に
降
り
注
ぎ
、
水
か
さ
を
増
し
た
堀
は
城
を
め
ぐ
っ
て
い
る
。

　

・
か
な
部

	
	

　

高た
か
さ
ご砂

の
尾を

の

へ上
の
桜

さ
く
ら

咲さ

き
に
け
り
外と

や

ま山
の
霞

か
す
み

立た

た
ず
も
あ
ら
な
む
（
大
江
匡
房
）

〈
２
０
２
２
年
４
月
号
〉　

 

註
＝
遙
か
か
な
た
に
、
山
の
峰
の
桜
が
咲
い
た
こ
と
だ
。
端
山
の
霞
よ
、
た
た
ず
に

 

　
　

い
て
ほ
し
い
。

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
と
も
二
級
以
上
の
も
の

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

四
千
円
。 

一
、
成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

㊟
漢
字
・
か
な
受
験
者
の
事
情
に
よ
り
昇
段
試
験
の
課
題
（
漢
字
・
か
な
）
を
半
切
１
―
２
（
35

　

㎝
×
68
㎝
）
に
二
点
（
書
体
《
書
風
》
）
を
変
え
る
か
縦
・
横
に
す
る
）
揮
毫
し
て
も
受
験
す

　

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
現
在
二
級
・
一
級
・
初
段
・
二
段
の
人
は
一
点
で
も
よ
い
。

	

〇
第
二
部
［
半
紙
］ 

次
の
漢
字
（
楷
書
）
又
は
か
な
（
書
体
自
由
）
を
半
紙
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点

　

・
漢
字
部

	
	

　

乾
坤
純
和
（
文
帝
）　
　〈
２
０
２
２
年
１
月
号
〉

 

読
＝
け
ん
こ
ん
じ
ゅ
ん
わ　

　

 

註
＝
天
地
が
や
わ
ら
ぐ
こ
と
。

　

・
か
な
部

	
	

　

さ
び
し
さ
に
宿や

ど

を
立た

ち
出い

で
て
眺な

が

む
れ
ば
い
づ
こ
も
お
な
じ
秋あ

き

の
夕ゆ

ふ
ぐ
れ暮

（
良
暹
）

　

 

註
＝
さ
び
し
い
の
で
、庵
か
ら
外
へ
出
て
、あ
た
り
を
な
が
め
る
と
、庵
の
う
ち
だ
け
で
は

 

　
　

な
く
、見
渡
す
か
ぎ
り
、ど
こ
も
お
な
じ
さ
び
し
さ
で
あ
る
。こ
の
秋
の
夕
暮
れ
は
。

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
と
も
二
級
以
下
の
も
の 

〔
漢
字
作
品
に
は
支
部
名
・
級
・
氏

　
　
　
　
　
　
　

名 

（
号
） 

を
競
書
と
同
じ
く
筆
に
よ
っ
て
揮
毫
す
る
。
か
な
の
場
合
は
名

　
　
　
　
　
　
　

 

（
号
） 

又
は
雅
印
を
捺
し
た
上
に
、
作
品
左
下
隅
に
鉛
筆
で
級
と
支
部
名
、

　
　
　
　
　
　
　

姓
号
を
記
入
す
る
。
〕

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き
、
千
五
百
円
。

一
、
成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

▽
第
四
十
五
次
詩
文
書
部
課
題

 

〇
第
一
部　

［
半
切
］ 

次
の
俳
句
〔
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
〕
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点

　
　
　
　
　
　

※
形
式
は
半
切
の
場
合
は
縦
作
品
に
限
る

　

・
あ
り
く
間
に
忘
れ
し
春
の
寒
さ
か
な
（
栗
田
樗ち

ょ
ど
う堂

）

 

註
＝｢

あ
り
く
」
は
歩
く
。
歩
い
て
い
る
間
に
心
身
が
ぽ
か
ぽ
か
し
て
き
て
春
の
寒

 

　
　

さ
も
忘
れ
て
し
ま
う
、
の
意
。

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
上
の
も
の
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き
、
四
千
円
。

一
、
成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

㊟
詩
文
書
受
験
者
の
事
情
に
よ
り
昇
段
試
験
の
課
題
を
半
切
１
―
２
（
35
㎝
×
68
㎝
）
に
二
点
（
書

　

体
《
書
風
》
）
を
変
え
る
か
縦
・
横
に
す
る
）
揮
毫
し
て
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

　

現
在
二
級
・
一
級
・
初
段
・
二
段
の
人
は
一
点
で
も
よ
い
。

	

〇
第
二
部　

［
半
紙
］ 

次
の
俳
句	

（
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
）	

を
揮
毫
し
た
も
の
一
点

　
　
　
　
　
　

※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る

　

・
猫ね

こ

逃に

げ
て
梅う

め

動ゆ
す
りけ

り
朧

お
ぼ
ろ
づ
き

月
（
池
西
言
水
）　
　

〈
２
０
２
２
年
２
月
号
〉

 

註
＝
月
も
お
ぼ
ろ
の
春
の
宵
、
恋
猫
が
逃
げ
て
梅
の
枝
が
揺
す
れ
ほ
の
か
に
梅
の
花
の

 

　
　

香
り
が
漂
う
、
の
意
。

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
下
の
も
の

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き
、
千
五
百
円
。

一
、
成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

　
　

―
出
品
に
つ
い
て
の
注
意
―

一
、 

〆
切　

四
月
十
九
日　

発
表
六
月
号

一
、 

作
品
に
は
四
月
号
発
表
の
競
書
成
績
の
段
級
と
支
部
名
又
は
府
県
名
、 

氏
名
又
は
号
を

　
　

書
い
た
小
票 

（
た
て
11
セ
ン
チ
×
よ
こ
４
セ
ン
チ
・
競
書
用
出
品
券
使
用
可
） 

を
作
品

　
　

の
左
下
に
貼
付
す
る
。
又
作
品
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛
筆
で
段
級
・
支
部
名
・
氏
名
を

　
　

記
入
の
こ
と
。
［
級
の
な
い
も
の
は
新
と
す
る
こ
と
］ 

一
、 

一
級
以
上
の
も
の
は
第
一
部 

［
半
切
］ 

へ
出
品
の
こ
と
。 

一
、 
各
部
で
昇
級
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
氏
名
を
発
表
し
な
い
。 

（
規
定
違
反
も
同
じ
） 

一
、 
昇
級
試
験
の
作
品
は
競
書
作
品
と
別
に
し
、 

必
ず
封
書
に	

「
昇
試
」 

と
朱
書
す
る
。 

一
、 

受
験
料
は
事
務
局
か
ら
請
求
書
到
着
後
、
郵
便
振
替
で
本
院
に
送
付
の
こ
と
。 

一
、 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。 

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
四
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

◎
出
品
作
品
に
は
雅
印
押
印
の
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
。
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▼
第
十
九
次
硬
筆
部
・
昇
段
・
級
試
験
実
施
要
項	

	

○
応
用
部　

次
の
課
題
を
［
硬
筆
用
紙
］ 

に
書
い
た
も
の
一
点
。

	

・
雑
草
魂
草
の
た
く
ま
し
さ
に
憧
れ
る
。
逆
境
を
も
利
用
し
て
自
ら
の
力
に
変
え
て
し
ま
う
。

〈
２
０
２
２
年
７
月
号
〉　

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
上
の
も
の

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き
、
三
千
円
。

一
、
成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

	

○
基
礎
部　

次
の
課
題
を
［
硬
筆
用
紙
］ 

に
書
い
た
も
の
一
点
。

	

・
く
し
ゃ
み
の
飛
沫
発
生
量
は
せ
き
の
十
倍
以
上
と
か
言
わ
れ
る
気
配
り
せ
ね
ば
。

〈
２
０
２
２
年
３
月
号
〉　

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
下
の
も
の　

作
品
に
は
支
部
名
・
級
・
氏
名
（
号
）
を
競
書
と
同

　
　
　
　
　
　
　

じ
く
硬
筆
用
紙
に
書
く
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き
、
千
五
百
円
。

一
、
成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

　
　

―
出
品
に
つ
い
て
の
注
意
―

一
、 

〆
切　

四
月
十
九
日　

発
表
六
月
号

一
、 

作
品
に
は
四
月
号
発
表
の
競
書
成
績
の
段
級
と
支
部
名
又
は
府
県
名
、 
氏
名
又
は
号
を

　
　

書
い
た
小
票 

（
た
て
11
セ
ン
チ
×
よ
こ
４
セ
ン
チ
・
競
書
用
出
品
券
使
用
可
） 
を
作
品
の

　
　

左
下
に
貼
付
す
る
。
又
作
品
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛
筆
で
段
級
・
支
部
名
・
氏
名
を
記
入

　
　

す
る
。
硬
筆
部
は
『
硬
筆
用
紙
』
に
記
入
す
る
［
級
の
な
い
も
の
は
新
と
す
る
こ
と
］ 
。

一
、 

各
部
で
昇
級
で
き
な
か
っ
た
者
は
氏
名
を
発
表
し
な
い 

（
規
定
違
反
も
同
じ
）
。

一
、 

昇
級
試
験
の
作
品
は
競
書
作
品
と
別
に
し
、 

必
ず
封
書
に	

「
昇
試
」 

と
朱
書
の
こ
と
。

一
、 

受
験
料
は
事
務
局
か
ら
請
求
書
到
着
後
、
郵
便
振
替
で
本
院
に
送
付
の
こ
と

一
、 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
四
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

　
　
第
九
次
毛
筆
細
字
部
「
玄
位
」
認
定
試
験
要
項

【
課
　
題
】
二
〇
二
三
年
四
月
か
ら
二
〇
二
三
年
一
一
月
ま
で
に
日
本
書
道
の
毛
筆
細
字
部
課

題
と
し
て
発
表
さ
れ
た
中
か
ら
二
点
と
、「
自
由
課
題
（
選
文
自
由
、三
〇
～
四
〇
文
字
程
度
）」

一
点
の
合
計
三
点
と
す
る
。

　（
自
由
課
題
の
例
）
格
言
、
小
説
の
一
節
等
を
自
分
で
選
ん
で
提
出
す
る
。
自
作
の
詩
も
可

と
す
る
。

	
	

―	

受
験
に
つ
い
て
の
注
意	

―

一
　
受
験
資
格	

二
〇
一
八
年
一
月
以
降
の
競
書
毛
筆
細
字
部
で
六
回
以
上
の
出
品
の
者
。

	

二
〇
二
四
年
四
月
一
日
時
点
で
二
〇
歳
以
上
の
者
。

二
　
受

験

料	

八
千
円

	

※
受
験
料
は
事
務
局
か
ら
請
求
書
到
着
後
、
郵
便
振
替
で
送
金
す
る
。

三
　
受
験
用
紙	

作
品
提
出
用
紙
は
日
本
書
道
院
指
定
の
用
紙
を
使
用
す
る
。

	

（
競
書
提
出
用
紙
と
同
じ
。）

四
　
受
験
申
請	

受
験
申
請
書
は
返
信
料
八
四
円
切
手
を
添
え
て
本
部
に
請
求
す
る
。
ま

	

た
は
日
本
書
道
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
情
報
配
信
コ
ー
ナ
ー
」
の
「
申
請

	

書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
か
ら
印
刷
す
る
こ
と
。

五
　
添
付
書
類	

受
験
者
は
「
玄
位
」
の
受
験
申
請
書
を
作
品
と
共
に
提
出
す
る
。
試
験

	

結
果
の
お
知
ら
せ
用
の
返
信
用
封
筒
（
宛
名
、
住
所
を
明
記
し
、
切
手

	

貼
付
し
た
も
の
）
を
作
品
と
同
封
す
る
。
な
お
作
品
は
返
却
し
な
い
。

	

※
毛
筆
細
字
部
の
み
の
受
験
は
出
品
一
覧
表
は
必
要
な
し
。

六
　
作
品
締
切	

二
〇
二
四
年
四
月
一
九
日
（
金
）
ま
で
必
着
。

七
　
合
格
発
表	

二
〇
二
四
年
六
月
号	

（
不
合
格
者
は
発
表
し
な
い
。）

八
　
認	

定	

料	

認
定
料
と
し
て
五
万
円
を
納
入
し
、
合
格
者
に
は
認
定
証
を
交
付
す
る
。

	

認
定
証
の
姓
号
は
申
請
書
の
姓
号
と
す
る
。
納
入
し
な
い
場
合
は
認
定

	

し
な
い
。

九
　
認
定
交
付	

合
格
発
表
時
に
詳
細
を
通
知
す
る
。

十
　
会
員
資
格	

玄
位
認
定
者
で
日
本
書
道
院
の
会
員
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
の

	
認
定
で
会
員
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。


